
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通
実践

●学力向上対策評価シートに示したマイプ
ランの成果指標を達成した教師の割合が
100％になる。
●「授業づくりのステップ123」を意識した授
業づくり及びふり返りの実践を達成した教師
の割合が100％になる。

・教職員間でマイプランを共有する。また、
「授業づくりのステップ123」を校内研修の時
間等で確認して、授業を構成する際もふり
返る際も活用することで取組の促進を図る。 B

・１学期のふり返りや全国学力学習状況調査などの結
果から考察したことを学力対策評価シートに反映さ
せ、校内研修の時間を使って「成果（強み）」と「課題
（弱み）」を職員間で共有することができた。
・「授業づくりのステップ１２３チェック」として冊子を作
り、職員一人一人が取り組み、自身の授業についてふ
り返りをしている。今後も週に１～２回、様々な教科で
行っていきたい。

A

・学力向上対策評価シートに学習状況調査に
対しての考察などを生かして成果指標を設け
職員間で共有し、授業づくりに生かすことが
できた。
・「授業づくりのステップ123」を意識した授業
づくり及びふり返りを授業を受け持つ職員が
定期的に実施することができた。

・

（研究主任・副主任）
松永・鶴田・井上

○学習内容の定着に向けた分か
りやすい授業及び習熟ための実
践

○授業の流れを視覚化するボードを活用し
て授業を行ったという教師の割合が100％に
なる。
○学習に関するアンケートにおいて「学習し
た内容がわかった、できるようになった」と回
答する児童の割合が90％以上になる。

・どの教科でも「授業づくりのステップ123 」を
踏まえ、児童が「主体的に学ぶ時間」を確保
することを意識した授業実践を行う。
・学習単元の内容及び習熟度に応じて、ＴＴ
や少人数といった学習形態の工夫を行う。 B

・授業の流れを視覚化するボードの活用や授業形態
の工夫などを効果的に行うことができているが、児童
の主体的な学びのため、どちらの活用の頻度もさらに
進めたい。
・ワークシートの配布や資料の提示、観察記録として
の写真や動画撮影など、一人一台端末の活用が徐々
に進んでいる。単元や活動に応じて今後も行っていき
たい。

A

・授業の流れを視覚化するボードを活用して授業を行うことができた。
特に算数の授業については、活用の頻度が上がった。
・学習に関するアンケートにおいて「学習した内容がわかった、できる
ようになった」と肯定的な回答する児童の割合が80％以上であり、当
初目標の90％以上にはわずかに届かなかった。しかし、県学習状況
調査結果においては県平均正答率や到達基準を上回る項目が多く
見られ、学習内容の定着を図ることができた。また、１人１台タブレット
の活用頻度が全学年にわたって高まった。

・

（研究主任・副主任）
松永・鶴田・井上

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教
育活動

○道徳科に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童が90％以上になる。

○心を育てる教育に関するアンケートにお
いて肯定的な回答をした保護者90％以上に
なる。

・一人一人を大切にする人権教室（年間3
回）と「いじめ命を考える日」に人権・いじめ・
命に関するアンート（毎月）を適切に実施す
る。
・友達に温かな言葉を書き合う「ハートタイ
ム」（毎月）を実施する。
・道徳科の授業づくり、エンカウンターに関
する校内研修等を年間１回以上実施する。

B

・特別支援学級の児童について全校児童が理解を深
めることをねらいとした人権教室を実施することができ
た。また６年生が平和について調べたことを各学年に
向けて発表することができた。後期の人権教室として、
学級の友達と相互理解を深めることをねらいとした構
成的グループエンカウンターの活動に全校で取り組む
予定である。
・毎月「ハートタイム」を実施し、友達同士で温かなメッ
セージを贈りあうことができた。

A

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な
回答をした児童は９４％であった。
・心を育てる教育に関するアンケートにおいて
肯定的な回答をした保護者９９％だった。

・

（道徳教育担当、人権・同
和教育担当）
田代・古川

●いじめの早期発見、早期対応体
制の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防
止等のための取組、事案対処等）について
組織的対応ができていると回答した教師が
100％となる。
○いじめのない学校づくりへの取組に関す
るアンケートにおいて、肯定的な回答をした
保護者が90％以上となる。

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュア
ルの再検討を行い、全職員による研修会を
実施する。
・毎月の児童アンケート、年間1回以上の保
護者アンケートを実施する。
・児童と担任による個人面談を計画的に年
間２回以上実施する。
・全職員による支援会議をもとに、いじめ・
不登校への対応をチームとして組織的に行
う。

B

・毎月児童アンケートを実施し、児童と担任に
よる個人面談（前期分）を１回実施することが
できた。児童の悩み等に早期に対応すること
ができている。
・全職員による生徒指導協議会を毎月実施
し、いじめや不登校への対応をチームとして
組織的に行うことができている。

A

・学校評価アンケートにおいて９３％の職員がいじめの
早期発見・早期対応に向け子どもの様子の把握や指
導に努めたと回答した。保護者の９７％のが学校はい
じめのない学校にするために思いやりや友だちづくり
の指導に取り組んでいると回答している。今後も継続
した指導や保護者との連携に努めていきたい。
・不登校、不登校傾向の児童、保護者に対する有効な
支援についてチームで模索しながら進めてきたことで
先につながる改善がみられた。今後も保護者や関係
機関との連携していく。

・

（教育相談担当）
鶴田・相島・山田

◎自らのよさや肯定感を高め、目
標や夢をもって努力しようとする意
欲を高める教育活動の推進

○Ｑ－Ｕアンケートにおける「学校生活
満足群」に属する児童が、1回目より2回
目が上回る。
○「将来の夢や目標」に関するアンケー
トに肯定的な回答をした6年生が90％以
上になる。

・児童が「わかった」「できた」を実感できるような
授業づくりに向けて校内研修等の充実を図る。
・「良さ見つけカード」や「良い行動の共有・称
賛」などに取り組み、児童の自尊感情（自己肯
定感情）を高める。
・自分の将来の夢や希望について考える授業を
計画的、積極的に行う。
・学級活動や各種体験活動において、自分の成
長を児童自身が自覚できるように、活動の見通
しと学びの振り返りを行う活動を仕組む。

B

・授業で「わかった」「できた」を実感することで、自己
肯定感も高まり、学校も楽しくなることを職員が共通理
解し、ICTを活用したよりわかりやすい授業改善の充
実に努めた。
・「良さ見つけカード」については、各学級で定期的に
取り組むことができた。
・キャリアパスポートを計画的に使って、児童自身が自
己の成長を自覚できるような学習を仕組んだ。特に高
学年は、自分の将来像を具体的に描き、その実現に
向けて努力するよう指導を行っている。

B

・喧嘩や意地悪をしないで友達と仲良くできていると答えた児
童が９４％に達した。年間を通じて、毎月学級で良さ見つけ
カードの取り組みを行ったり、給食の時間にTeamsであいさ
つ運動や多読賞・各種コンクール入賞者を全校で称賛したり
して、自尊感情を高める活動を行った。
・「将来の夢や希望、また、その実現に向けて努力している」
と回答した6年生が７０％にとどまった。６年生では、年間を通
してキャリアパスポートを基に、自分や友達の良さを見つめ
将来像を思い描いている。、自分の将来像を具体的に描き、
自己実現のために進んでいくよう今後も指導を継続したい。

・

（心育み部、小中連携担
当）
井上・山﨑・黑田

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成 ○食育や健康教育への取組に関するアン
ケートにおいて肯定的な回答をした保護者
が90％以上になる。
○ゲームやテレビ、インターネットなど、家庭
で決めた時間を守れていることに関するア
ンケートにおいて肯定的な回答をした保護
者が75％以上になる。

・学級活動において、栄養教諭による食育
授業を実施し、「早寝、早起き、朝ごはん」の
意識を高め、定期的に実践を振り返り、生
活時間と食事のとり方の改善を行う。
・給食において適正量の配膳を行い、残菜
を減らす意識を高め、習慣付けを行う。
・毎月1日の「ノーテレビデ―・ノーゲーム・
ノースマホデー」を定着させ、自主的、計画
的に規則正しい生活を送る実践力を高め
る。

B

・食育の授業は、現段階で２クラスが実施済みであ
る。今後、他のクラスも栄養教諭とのＴＴで授業を実施
をしていく。実施済みのクラスについては、給食の残
菜が減るなど一定の効果が見られている。
・健康委員会による残菜調べはコロナ禍の影響で未
実施である。今後、状況を見て実施の可否を決めてい
く。
・「ノーテレビ・ノーゲームデー」と同時に実施している
「ぽかぽか読書」については家庭の協力が大きい。今
後、読書に重点を置くことで、「ノーテレビ・ノーゲーム
デー」の達成率も上げていきたい。

A

・食育や健康教育への取り組みに関するアンケートに
おいて肯定的な回答をした保護者が９９％だった。健
康委員会による、残菜ゼロの取り組みにより、給食の
残菜が少なくなっている。毎月の栄養教諭からのスラ
イドや各クラスで実施した食育の授業の効果だと思わ
れる。
・ゲームやテレビ、インターネットなど家庭で決めた時
間を守れているこに関するアンケートにおいて肯定的
な回答をした保護者が７５％だった。オンラインゲーム
が原因で学校でのトラブルにつながることがあるの
で、家庭での指導を啓発していく必要がある。

・

（体つくり部）
山﨑・黑田・末次・小宮・
平尾・岡田

●業務改善・教職
員の働き方改革の
推進

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限（月45時間、年間360時
間）を遵守し、勤務時間を意識した働き
方改革を推進・定着させる。

・毎週の定時退勤日の確実な実施に努め
る。
・退勤時刻の上限を設定し、退勤時刻まで
の時間を個人で勘案して効率的に活用する
意識化を図る。
・各自の業務改善に対する意識や実行力を
高めるための研修会を年間に３回以上実施
する。

B

・職員会議や連絡会でタイムマネジメント等について理解を
促したり、職員間で声を掛けあって退勤時刻を確認したりす
ることで、各自の意識化は高まっている。また、毎週の行事
予定表にも退勤時刻を記載している。
・時間外勤務の平均が45時間を超える月は、4月のみであっ
たが、個人的に月45時間を超えてしまう職員の固定化も見ら
れる。今後さらに、職場全体や、各自の業務改善につながる
取り組みを進めていく必要がある。
・職員研修として「メンタルヘルス」を取り上げ、業務過多によ
るストレス対応やセルフマネジメントの意識化を図った。

B

・勤務時間（退勤時刻）を意識して業務を遂行する職員が増えてきた。職場全
体のタイムマネジメント意識は高まり、時間的な改善ができた。しかし、児童及
び保護者対応や学校行事の準備等のために、どうしても在校等時間が増えざ
るを得ない場合があり、また職員間の個人差がみられたことは今後の課題で
ある。
・12月～2月までの時間外在校等時間の月平均が30.7時間、3月を除く年平均
が34.3時間であった。昨年度よりも3時間程度増加傾向にはあり、依然として
個人差もみられている。「今すべきこと」を把握し、業務の「優先順位づけ」や
「段取り」を工夫（自己管理）していくともに、学校行事の精選や統廃合を積極
的に進めていくことで、実務の効率化や軽減を図っていきたい。
・学校安全衛生委員会で検討したり、職員会議等で業務記録集計表を提示し
たりして改善への意識化を図った。また、職員会議等の時間延長を極力なく
し、終了時刻を意識した運営を行ったが、時間内に議案を消化することが十
分にできたとはいえない。今後も議案の精選と集中的に協議すべき項目を明
確にして運営していきたい。

・

（学校安全衛生担当）
山田

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域・保護者との
連携

○PTAとの連携による行事や教育
活動の円滑な実施

○地域人材を活用し、地域の特色
を生かした教育活動や体験的活
動の推進

○保護者参加型の教育講演会への参
加者が60％以上になる。

○地域人材、施設、文化財等を活用し
た体験活動への取組に関するアンケー
トにおいて、肯定的な回答をした保護者
が90％以上になる。

・学級懇談やPTA活動の教育講演会などの
機会に，スマートフォン等の使用状況や弊
害、また、学力・学習の現状について教師と
保護者、保護者同士の情報交換の機会や
座談会を行い，学力向上、生活習慣の向上
への機運を高める。
・教育課程の中に人材活用や体験学習を位
置づけ、総合的な学習の時間や各教科の
時間において地域人材、施設、文化財を計
画的に活用する。

A

・12月の学級懇談会と同日で、PTA主催の「カフェ」を
行い、児童の教育についてどの保護者も気軽に語り
合う機会を設ける予定である。
・ゲームやスマホが起因となる問題については、担任
やPTAを通じて適宜情報提供をしている。また、諸富
中や諸南小と合同で研修会を実施し、生徒指導や生
活習慣の向上にむけて３校が連携して諸富校区全体
の底上げを図っている。
・地域教育コーディネーターを中心に地域人材や施
設、文化財を計画的に活用した学習を実施している。

A

・11月のフリー参観デーに合わせて北っこルームでＰカフェを
開催。密をさけるため人数制限を行ったが、部屋の中で座っ
て落ち着いた雰囲気での会話ができ好評だった。
・今後の更なる諸富校区の底上げを目指して来年度の三校
合同教育講演会に実施にむけて具体的に準備ができた。
・今年度から地域教育コーディネーターの配置があり、今ま
で以上に地域人材や施設を教育課程の中に効果的に取り入
れた学習を実施できた。「学校は、地域に根差した教育活動
を行っている」についてのアンケートでは、９５％の保護者が
肯定的な回答をした。

・

（地域連携担当、・PTA担
当）
井上・山田・平尾

○特別支援教育の
充実

○交流学級の指示的風土作り

○地域や保護者への啓発

○UD教育の充実

○特別支援教育関するアンケートにお
いて交流学級、校内における指示的風
土づくりが進んだと回答をした教職員が
90％以上になる。
○特別支援学級の児童の学習の様子
を保護者や地域の方が参観したり、参
加したりする活動を毎学期に1回以上実
施する。

・特別支援教育、UD教育に関して研修会を
実施し、校内環境のＵＤ化を実現する。
・特別支援教育に関わる支援会議等を充実
させ、個別の支援計画・指導計画の整備を
進める。
・障害者理解の人権集会を行い、特別支援
教育に対する理解を求める。
・必要に応じて巡回相談を依頼し、ケース会
議を開く。

B

・夏季休業中に、講師（佐賀市教委指導主事）を招いて特別
支援教育の校内研修会を開き、よりよい行動の引き出し方を
主テーマに「褒める技術」や「効果的な指示」等について職員
間の共通理解を図ることができた。
・ケース会議を随時実施したり、特別支援学校職員による巡
回相談や専門家招聘を行ったりした。通常学級を含め、配慮
を要する児童への支援策を全職員で考えたり外部講師の指
導を受けたりした。
・特別支援学級の様子を知らせる人権教室を行い、一人一
人がとても大切な存在であることを伝え、全校児童への理解
を図った。

A

・特別支援教育関するアンケートにおいて交流学級、校内に
おける指示的風土づくりが進んだと回答をした職員８６％だっ
た。
・教育のUD化を意識しながら環境整備や指導に努めた職員
は１００％だった。
・特別支援学級の児童の学習の様子を保護者や地域の方が
参観したり、参加したりする活動を学期に1回以上実施でき
た。保護者面談も随時実施した。
・ケース会議を随時実施したり、特別支援学校職員による巡
回相談や専門家招聘を行ったりした。通常学級を含め、配慮
を要する児童への支援策を全職員で考えたり外部講師の指
導を受けたりした。

・

（特別支援教育担当）
古川・末次・大坪・田原

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立諸富北小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・本校の大きな課題である学力向上に研究主任を中心として全職員で取り組んだ。国語科を中心とした授業づくりについて職員の共通理解を図ったり、外部講師を招いての研修会を実施したりして昨年度の課題解決に向けて充実した研究を進めたことが、児童の学習意欲の向上、
学力向上へとつながった。しかし、自分の考えを表現（説明）することに消極的であったり、説明的文章の読解や基礎的内容の活用に個人差が見られたりしている。次年度も基礎基本の定着を図るとともに、自分の考えの根拠を明らかにし、自信をもって意見を表現できる指導法の
工夫に取り組んでいきたい。
・心の教育では、「いじめ問題」に係る研修会や特別支援教育理解についての全校人権教室を実施し、各担当者の提案をもとに組織的に取り組んだことがいじめや人権への意識の向上につながった。いじめについては、相手の気持ちを考えない言葉の使い方や固定化した友達関
係（仲間集団）を起因とした事案（トラブル）が見られた。自分の気持ちを言葉で正しく伝える力や相手の意図を正しく読み取る力をつけて良好な人間関係を構築させるために、道徳や特別活動の充実をはじめ、ソーシャルスキルトレーニングや構成的グループエンカウンター等の活
動を取り入れたコミュニケーション力を高める取り組みを今後も継続していきたい。
・地域、保護者との連携については、ＰＴＡ活動の工夫や充実、学校評議委員の支援や助言により、学校と地域や保護者と連携して、子どもの安全・安心を守ることに取り組むことができた。また、「食育」について全校的に取り組んだことで給食の残菜が大幅に減少した。しかし、読
書習慣の確立やゲーム・テレビ等のルールづくり及び家庭での実践には課題が残る。今後も学校とPTAが連携して保護者への啓発を一層進めていきたい。
・働き方改革については、職員の「セルフマネジメント」「タイムマネジメント」の認識をより一層深める研修を継続して行うとともに、様々な学校行事の「ねらい」を再検討しての統廃合や過去データの整理及び有効活用を進めていくことで、「意識化」だけではなく、実務的な業務改善を
行っていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

〇本校の大きな課題である学力向上に研究主任を中心として全職員で取り組んだ。国語科の授業づくりについて職員の共通理解を図り、認識を深めすすめられたことが、児童の学習意欲の向上、学力向上へとつながった。次年度は本年度の取り組みを基盤に、広げたり深めたりしていきたい。

〇人権意識・心の教育では、組織的に取り組んだことでいじめや人権への意識の向上につながった。今後は、保護者と連携した言葉の使い方やＳＮＳへの指導と、気持ちを言葉で正しく伝える力や相手の意図を正しく読み取る力をつけ、コミュニケーション力を高めることで、良好な人間関係を構築させることが大きな課題であ

る。

〇地域、保護者との連携については、ＰＴＡ活動の工夫や充実、学校評議委員の支援や助言により、学校と地域や保護者と連携して、子どもの安全・安心を守ることに取り組めた。生活習慣・食習慣については今後も保護者への啓発を一層進め、連携して取り組んでいきたい。

〇働き方改革については、各自の認識を高めるような研修を継続するとともに、多面的な立場からの取り組みの見直しも行っていきたい。

２　学校教育目標
自ら学び、心豊かに、たくましく生きる児童の育成

　○子どもが生き生きと学習し、確かな学力を身に付けさせる学校       ○一人一人を大切にし、子どもの輝きをつくる学校         ○規律正しく、家庭・地域から信頼される学校

３　本年度の重点目標

①学力向上に向け、国語科の授業研究を中心に、表現力や思考力（活用力）を高めていく。さらに、スキルタイムで基礎学力を着けていく。

②すべての教育活動を通じて、いじめや差別の防止に努める。

③一人一人の特性に応じた支援を行い、自立と社会参加の素地を作る特別支援教育の推進を図る。

④家庭や地域と情報を共有し、PTAと連携して教育活動を強化する。

⑤基本的生活習慣や生活規律を重視し、情報発信を通して家庭への啓発に努める。


